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共同研究 

研究を行う際には、特許調査を行い、
従来技術の調査をすることが重要です。 
 

特許調査によって、重複研究を防止で
きるほか、技術動向を把握し、研究テー
マを定める材料とすることもできます。 
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出願から特許登録までは、通常、 
4～5年の期間が必要になります。 

特許登録までの期間 

特許出願に必要な費用 

信州大学における特許出願フロー 

発明届が提出された発明は、工
学分野、ライフサイエンス分野ご
とに毎月1回行われる「発明審査

委員会」に諮られ、特許出願を行
うか、特許出願を行う場合の費
用負担をどうするか、等について
の審査が行われます。 
 
 

発明審査委員会 
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ポイント 

研究費獲得 

審査・登録 

発明届提出 

発明届の提出前に、まずは技術
スタッフと面談頂いて、特許出願
の可否等について相談をさせて
頂きます。 

知的財産室では、発明相談を随
時受け付けています。お気軽に
お問合せ下さい。 
 

まずは相談を 
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登録までに必要な手続 
・出願審査請求 出願から3年 
・実体審査    平均1～2年 

一旦公開された発明は、その後に特
許出願しても特許化は困難です。 

成果を発表する際には、出来る限り事
前に特許出願を行うことが重要です。 

相談は発表前に 
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ここから発表ＯＫ 

発表前に特許出願を！ 
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